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―令和 5 年度春期研修会 締め切り 3 月 15 日（金）― 

日程：令和 6 年 3 月 26 日（火）10：00～16：00 

会場：家庭クラブ会館 2 階ホール オンライン：Zoom による 

テーマ：家庭科における授業に活かす ICT  

講師：お茶の水女子大学附属中学校 家庭科教諭 有友愛子先生 

 午前中は講義、午後からグループワークを行います。会場参加者を中心に各自持参の ICT

機器を操作して、どんな授業ができるか？皆さんと学び合いたいと思います。オンライン参

加者は、午後の演習は見学のみとなってしまいますが、昼休みや会場の対応が終わったら、

講師との質疑応答ができます。会場は、参加者 50 名までとしますが、まだまだ大丈夫で

す。オンライン参加者の上限はございませんので、多くの先生方のご参加をお待ちしており

ます。◎詳細は、同封の案内チラシをご覧ください。  

―令和 6 年度会費納入について― ＊賛助会員は別紙をご覧ください  

 令和 5 年度も年会費の納入をいただき、有難うございました。無事、本年度の事業を終え

ることができる見込みです。令和 6 年度の年会費（6,000 円）の納入をお願いいたします。

公費でお支払いの場合は、同封の書類をお早めに事務担当者にお渡しください。本協会は、

皆様方の会費で運営をしております。その年度の活動を推進するためにも、なるべくお早め

に、できれば研究大会前にお納め頂きますようお願い致します。 

＊会費納入についてご不明の点がありましたら、事務局までご相談ください。 

―異動の方はご連絡ください！―  

転勤等異動の方は、新たな機関誌送付先を 4 月中に文書（Fax またはメール）にてお知ら

せください。また残念なことですが、退会を希望される方は、3 月末日（遅くても 4 月末

日）までに退会届（ホームページにあります）をお使いの上、Fax またはメールにてその旨

をお知らせください。 

―令和 6 年度第 74 回研究大会 準備を進めています！― 

開催日：令和 6 年 8 月 6 日（火）・7 日（水）の 2 日間  

方 法：ハイフレックス型開催  会 場：家庭クラブ会館 2 階 

講演講師：京都女子大学 発達教育学部 表真美先生「海外の家庭科教育」(仮) 

講評・高等学校部会講師：文部科学省初等中等教育局 教科調査官 田邉暁子先生 

講評（小中学校）講師：文部科学省初等中等教育局 教科調査官 熊谷有紀子先生 

小中学校部会講師：広島大学大学院人間社会科学研究科 鈴木明子先生 

 以上の講師の先生方に依頼をし、準備を進めております。次号機関誌 1 号に案内チラシを

同封いたします。多くの先生方のご参加をお待ちしております。 

 

事務局便り



 

―機関誌『家庭科』5 号 編集後記・次年度 編集予定― 

 朝日新聞社の竹山栄太郎様からは「世界幸福度ランキング」の解説を中心に、（一社）子

どもの声からはじめよう代表理事の川瀨信一様には「幸福と自己決定の関係」について、本

協会会員で小学校教諭の佐藤翔様に「育児休業を取得して考えたこと」をご執筆いただきま

した。幸せを感じる社会の構築のために私たち家庭科教員は家庭科の授業を通して何ができ

るのか？考えていきたいと思います。 

 令和 6 年度は、年間テーマを「今だから家庭科」、1 号テーマは「アフターコロナ」2 号テ

ーマは「少子化」と決めて編集しております。シリーズは「わたしと家庭科」として、家庭

科教育に貢献されてきた先生方にご執筆いただきます。1 号は、本協会会長の河野公子様で

す。次年度も機関誌『家庭科』にご期待ください！！ 

＊シリーズ～全国家庭科教育協会の歴史（4）全国高等学校家庭クラブ連盟の結成まで～ 

②機関誌『家庭科』における“全国家庭クラブ連盟に関する記事” 

 前号では、全国家庭クラブ連盟結成前から、ZKK が「学校家庭クラブの歌曲募集」事業を

行っていたことを紹介した。全国家庭クラブ連盟は、昭和 28（1953）年 8 月 6 日・7 日に結

成されるが、それまでの歩みを機関誌『家庭科』の記事を追ってまとめた。 

機関誌 No20～21(1952 年 8 月)には、昭和 27 年 7 月 28 日文部省主催被服講習会に参加し

ている各府県代表者と全国家庭科教育協会代表者が“協会のつどい”を開催し、「FHJ は各府

県の連盟が出来ているが、本年は東京都連盟が全国に呼びかけて、全国一丸となった FHJ を

結成したいというところまで盛り上がっている。」との記事があった。また、同じ記事内

に、「FHJ のバッジを全国統一したいとの声に応えて、目下図案の募集中であるが、九月末ま

でに東京都 FHJ 本部宛（都立竹台高校）に到着するよう、ふるって応募すること」との記述

もあった。この後バッジについては機関誌には記述がなく、ZKK の事業として行わなかった

ことが予想された。歌曲の FHJ レコードの宣伝は、1954 年まで行われていた。 

 右下の記事は、FHJ 本部校である都立竹台高校の佃教諭が、第三回日本農業クラブ連盟

（F・F・J）全国大会に参加した時の記録の一部である。最後に「先生方、全国家庭クラブ

連盟の結成をいたそうではありませんか」と結ばれている。日本農業クラブ連盟を参考に全

国家庭クラブ連盟の結成を準備していたと予想される。機関誌 No.24～25（1952 年 12 月）

には、「東京都家庭クラブ連盟総会」の記事が

あり、最後に「今年度実現されなかった全国

家庭クラブ連盟は近い将来には必ず完成する

よう心に願ってやみません」とある。そし

て、翌年度の機関誌 No28～29（1953 年 4 月）

には、全国家庭クラブ連盟総会プログラムが

掲載された。8 月 6 日 7 日開催で役割分担も

明記されている。そして、機関誌 No.32～33

（1953 年 9 月）に、全国家庭クラブ連盟結成

大会の記録が掲載、結成に至ったのである。 

 なお、機関誌 No22～23（1952 年 10 月）に

は、「家庭クラブ運営上の諸問題」、機関誌

No24～25 には、「我校の家庭クラブ状況」を

生徒である家庭クラブ会長が寄稿している。

各校で家庭クラブ活動が展開し、これらの記

事を参考に活動が増えることを期待したと考

えられる。 

 

機関誌『家庭科』No.22～23 P13 より抜粋 


